
議会傍聴
6月定例会　58人
〔29年度累計　70人〕

第407回　6月定例会
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こんなことが決まりました
（議案・補正予算）

一般質問の発言者

一般質問の内容について

行政視察報告（総務文教常任委員会）

行政視察報告（民生地域常任委員会）

議会トピックス
 （議長会表彰・民生地域常任委員会研修会の開催）

議案の賛否公表

議会の動き・9月定例会の傍聴案内
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・河島三奈　・久後淳司

・富田和也　・平田真実

・川名善三　・山本悟朗

・河島信行　・藤原　章

6月定例会－主な内容－6月定例会－主な内容－6月定例会－主な内容－

光明保育所（神明町）

小野市議会だより小野市議会だより小野市議会だより

く ご じじゅん

ひら た みまとみ た やかず

かわ しま み な

かわ な ぞうよし

ふじ わら あきら

やま もと ろうご

かわ しま ゆきのぶ
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対
象
者

要
　
　
件

一
部
負
担
金

負
担
限
度
額

小野市議会だより

3月
定例会
6月
定例会
6月
定例会
6月
定例会
6月
定例会
6月
定例会

小野市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

　兵庫県の老人医療費助成事業が平成２９年６月３０日をもって廃止され、
高齢期移行助成制度が創設されたことに伴うもの。

［平成２９年７月１日施行］

※（　）内の額は、６５歳の誕生日が平成２６年６月３０日以前である対象者（Ｈ２６改正
時の経過措置）

※平成２９年６月３０日までに６５歳になられた人で、既に「老人医療費受給者証」を
持たれている方については、７月１日から「高齢期移行受給者証」に変わるが、
７０歳になるまで現行制度による助成が継続される。

外来：８，０００円/月
入院＋外来：１５，０００円/月

外来：１２，０００円/月（８，０００円/月）
入院＋外来：３５，４００円/月
　　　　　（２４，６００円/月）

２割負担（１割負担）

２割負担

市民税非課税世帯で、世帯全員
に所得がない人（年金収入８０万
円以下、かつ、所得がない人）

市民税非課税世帯で、本人の年
金収入を加えた所得が８０万円
以下

６５歳以上６９歳以下で、下記の
要件を満たす者

平成２９年６月３０日まで

改正前
（老人医療費助成制度）

市民税非課税世帯で、本人の年
金収入を加えた所得が８０万円
以下であり、かつ、日常生活動作
が自立していないとされる人

（要介護２以上）

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

平成２９年７月１日から

改正後
（高齢期移行助成制度）

２
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小野市議会だより

小野市公平委員会委員の選任について

　現公平委員会委員　進藤　繁輝氏の任期が、平成２９年７月２１日で満了するので、その後任として同
氏を再任しようとするもの。
　　　　　　　　　小野市丸山町　　　進藤　繁輝　氏　

小野市立学校給食センター厨房設備機器の取得について 

　小野市立学校給食センターの改築に伴い、新たに厨房設備機器を取得しようとするもの。

　［契約の内容］
　　○取得する財産　　厨房設備機器　計３４２台
　　○契約金額　　　　２億１，６４２万２，２８０円
　　○契約の相手方　　神戸市兵庫区中道通４丁目２番１９号
　　　　　　　　　　　　株式会社中西製作所　神戸営業所
　　　　　　　　　　　　　所長　松　田　陽　一

平成２９年度小野市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

　　補正額　　３８，０００千円　追加　　　　　　　補正後総額　　３，９７２，０００千円

　６月定例会の提出議案について、総務文教、民生地域の各常任委員会を６月２３日に開催しました。
審査付託議案は、３議案であり、当局から細部にわたる説明を受け、慎重に審査をしました。各
常任委員会の審査結果は次のとおりです。

　　　　≪各常任委員会に付託された議案≫

◎総務文教常任委員会◎
　議案第３０号　小野市立学校給食センター厨房設備機器の取得に
　　　　　　　ついて

　　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決
　まりました。

◎民生地域常任委員会◎
　議案第２７号　平成２９年度小野市介護保険特別会計補正予算
　　　　　　　（第１号）
　議案第２８号　小野市福祉医療費助成に関する条例の一部を改
　　　　　　　正する条例の制定について

　審査の結果、議案２７号について、反対討論はなく、全会一致
で可決すべきと決まりました。議案第２８号について、反対討論
があり、採決の結果、賛成多数で可決すべきと決まりました。

常 任 委 員 会 審 査 報 告常 任 委 員 会 審 査 報 告常 任 委 員 会 審 査 報 告常 任 委 員 会 審 査 報 告常 任 委 員 会 審 査 報 告

３
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小野市議会だより

河
島
三
奈
議
員

・
こ
れ
か
ら
の
防
災
へ
の
取
組
に
つ
い
て

・
脳
科
学
理
論
を
取
り
入
れ
た
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
活
用
に
お
け
る
官
民
連
携
に

　
つ
い
て

久
後
淳
司
議
員

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
に
つ
い
て

・
リ
ユ
ー
ス
へ
の
取
組
に
つ
い
て

富
田
和
也
議
員

・
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
到
達
度
テ
ス
ト
に
つ
い
て

・
市
内
小
中
学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

平
田
真
実
議
員

・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

・
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
職
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
下
水
道
事
業
に
お
け
る
水
洗
化
の
推
進
に
つ
い
て

・
庁
舎
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
公
判
中
の
民
事
訴
訟
に
つ
い
て

河
島
信
行
議
員

・
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
更
な
る
充
実
に
つ
い
て

・
小
野
市
の
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

・
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
議
案
第

２８
号
　
小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
　

い
て

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」
からも、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/

平成29年

6月定例会
平成29年

6月定例会
平成29年

6月定例会
平成29年

6月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

日々是好日（光明保育所）

４
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河
島
三
奈
議
員

改
革
ク
ラ
ブ

こ
れ
か
ら
の
防
災
へ
の
取
組
に
つ

い
て

　質
問
　
防
災
に
お
け
る
市
民
活
動
に
つ
い

て　答
弁
　
市
民
活
動
へ
の
関
わ
り
と
し
て
、

市
で
は
自
治
会
等
の
自
主
防
災
組
織
に
対
し
、

住
民
参
加
型
の
防
災
訓
練
や
地
域
ご
と
の

防
災
計
画
作
成
等
で
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
地
域
で
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が

防
災
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
活
動
さ
れ

る
こ
と
は
防
災
意
識
の
向
上
等
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、
今
後

よ
り
効
果
的
な
訓
練
を
新
た
に
検
討
し
、

様
々
な
防
災
活
動
に
お
い
て
連
携
・
支
援

す
る
等
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

脳
科
学
理
論
を
取
り
入
れ
た
教
育

の
充
実
に
つ
い
て

　質
問
　
脳
科
学
理
論
を
取
り
入
れ
た
教
育

の
今
後
の
取
組
及
び
啓
発
に
つ
い
て

　答
弁
　
最
近
で
は
、
子
ど
も
達
が
大
人
の

保
護
か
ら
脱
却
し
自
立
を
始
め
る
時
期
に

焦
点
を
当
て
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ス
マ
ホ
等
情
報
通
信
技
術
の
普

及
や
人
工
知
能
が
発
達
す
る
時
代
を
迎
え

る
中
、
川
島
隆
太
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
子
ど
も
達
の
教
育
を
進
め
て
行
く
。

　
啓
発
に
つ
い
て
は
、「
脳
科
学
の
研
究

成
果
を
説
明
し
た
動
画
を
制
作
し
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
全
世
界
に
発
信
し
た
い
」
と

の
川
島
教
授
の
提
案
に
協
力
す
る
形
で
、

本
市
の
子
育
て
・
教
育
の
よ
り
一
層
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。
　
　（
教
育
長
）

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
活
用
に
お
け

る
官
民
連
携
に
つ
い
て

　質
問
　
人
工
知
能
や
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
官
民
連
携
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

　答
弁
　
こ
れ
ら
の
活
用
は
基
礎
自
治
体
と

い
え
ど
も
必
要
性
は
増
し
て
く
る
。「
官

民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
」
の
趣
旨
で

あ
る
官
民
連
携
の
更
な
る
推
進
を
踏
ま
え

積
極
的
に
研
究
・
活
用
を
進
め
る
こ
と
で

新
た
な
政
策
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

（
市
当
局
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営

に
つ
い
て

　質
問
　
今
後
の
課
題
の
改
善
策
と
施
設
運

営
に
対
す
る
市
の
支
援
体
制
は
。

　答
弁
　
課
題
と
し
て
挙
げ
た
ス
タ
ッ
フ
不

足
を
改
善
す
る
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
継
続

的
に
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
尽
き

る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
計
画
的
な

採
用
、
働
き
や
す
い
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
、

そ
し
て
安
定
し
た
報
酬
を
支
払
え
る
よ
う

魅
力
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
な
ど
、

経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
市
と
し
て
は
、
料
理
研
究
家
や
接
客
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
と
い
っ
た
支
援

を
行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
集
客
に
つ
な

が
る
個
別
の
施
設
改
修
費
や
備
品
整
備
費

に
対
す
る
補
助
、
経
理
の
基
本
、
税
制
度
、

法
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
で
き
る
体
制
を
整
え
る
よ
う
努
め
て

い
く
。
 
 
 
 
 
 
 
 

　（
市
当
局
）

リ
ユ
ー
ス
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　質
問
　
義
務
教
育
時
期
に
お
け
る
学
用
品

の
「
リ
ユ
ー
ス
」
に
つ
い
て
取
組
状
況
は
。

　答
弁
　
市
内
で
の
学
用
品
の
「
リ
ユ
ー
ス
」

に
つ
い
て
は
、
小
野
東
小
学
校
と
小
野
特

別
支
援
学
校
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
主
催
に
よ
り
、

学
校
生
活
で
使
用
す
る
衣
類
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
保
護
者
間
で
も
行

わ
れ
て
お
り
、
小
学
生
で
は
、
制
服
や
体

操
服
、
算
数
セ
ッ
ト
、
中
学
生
で
は
、
制

服
、
体
操
服
等
の
衣
類
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
の
部
活
動
用
品
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
。

　
以
前
に
比
べ
学
用
品
の
「
リ
ユ
ー
ス
」

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、

で
き
る
だ
け
制
服
や
体
操
服
の
色
や
デ
ザ

イ
ン
を
変
更
し
な
い
な
ど
、
学
用
品
の
「
リ

ユ
ー
ス
」
促
進
に
つ
な
が
る
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
 
 
 
 
 
 

　
　（
市
当
局
）

久
後
淳
司
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小野市議会だより



６

富
田
和
也
議
員

改
革
ク
ラ
ブ

平
田
真
実
議
員

民
政
ク
ラ
ブ

認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て

　質
問
　
全
国
的
に
認
定
子
ど
も
園
化
が
加

速
し
て
い
る
が
、
市
内
保
育
所
（
１４
園
）

の
認
定
子
ど
も
園
化
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
問
う
。

　答
弁
　
市
場
保
育
園
、
粟
生
保
育
所
の
２

園
で
は
、
保
護
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
、
就
労
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
子
ど

も
を
預
か
る
体
制
を
構
築
し
、
様
々
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
運
営
を
目
指
し
て
、

次
年
度
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
を
決
定

し
、
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　（
市
当
局
）

　質
問
　
現
時
点
に
お
け
る
市
内
公
立
幼
稚

園（
２
園
）の
認
定
子
ど
も
園
化
に
向
け
た

考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
次
年
度
以
降
、
市
内

１４
保
育
所
の

認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
が
加
速
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
鋭
意
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　質
問
　
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な

接
続
の
た
め
の
工
夫
や
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
体
育
祭
・
遠
足
・
文
化
祭
等
の
合

同
行
事
に
加
え
、
主
に
６
年
生
が
中
学
校

へ
出
向
く
小
中
一
貫
ふ
れ
あ
い
の
日
、
小

中
一
貫
一
日
生
活
体
験
等
の
交
流
事
業
を

通
じ
、
児
童
生
徒
の
自
尊
感
情
の
育
成
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
不
安
は
大
き
く
解
消

さ
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

市
内
小
中
学
校
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

　質
問
　
旭
丘
中
学
校
体
育
館
に
１
カ
所
設

け
ら
れ
て
い
る
男
女
共
同
ト
イ
レ
を
今
後

使
用
す
る
上
で
何
ら
か
の
措
置
、
改
善
策

を
検
討
で
き
な
い
か
。

　答
弁
　
今
後
の
大
規
模
改
修
又
は
建
替
時

で
の
選
択
措
置
と
し
、
当
面
は
男
女
ど
ち

ら
か
が
使
用
中
で
あ
る
こ
と
の
表
示
や
、

北
校
舎
１
階
ト
イ
レ
も
利
用
で
き
る
旨
を

周
知
す
る
な
ど
し
て
運
用
し
て
い
き
た
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　質
問
　
教
育
現
場
で
は
教
職
員
の
正
し
い

理
解
を
深
め
た
上
で
、
保
健
や
道
徳
等
、

通
常
の
授
業
や
学
校
生
活
で
多
様
な
性
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、
保
健
室
等

に
て
関
連
図
書
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　答
弁
　
教
職
員
が
同
じ
姿
勢
で
臨
め
る
よ

う
研
修
の
機
会
を
増
や
し
、
図
書
に
つ
い

て
も
、
議
論
を
重
ね
た
上
で
組
織
的
に
取

り
組
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
市
に
於
い
て
は
当
該
相
談
窓
口
を

明
快
に
広
報
す
べ
き
で
あ
る
。
公
共
施
設

の
あ
り
方
を
含
め
、
多
岐
に
渡
る
課
題
で

あ
る
が
、
い
じ
め
等
防
止
条
例
が
あ
る
我

が
町
の
小
野
市
は
ー
と
・
シ
ッ
プ
社
会
推

進
条
例
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
に

ど
の
程
度
寄
り
添
い
、
ま
た
小
野
市
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　答
弁
　
昨
年
か
ら
始
め
た
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
施
策
で
、
正
し
い
知
識
を

浸
透
さ
せ
、
市
民
の
意
識
醸
成
を
し
て
い

く
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
そ
の
中
で
実
情

を
見
極
め
て
い
く
。
　
　
　
 

（
市
長
）

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　質
問
　
昨
年
中
の
小
野
市
の
補
導
人
員
が

北
播
磨
で
多
い
理
由
は
、
同
一
グ
ル
ー
プ

が
深
夜
徘
徊
を
繰
り
返
し
、
補
導
を
受
け

た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
伺
っ
た
。
青
少

年
の
健
全
育
成
に
お
い
て
一
番
大
切
な
の

は
家
庭
だ
が
、
地
域
で
い
か
に
青
少
年
を

見
守
る
か
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
夜

光
反
射
材
着
用
義
務
化
に
相
ま
っ
て
、
夜

間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
方
々
を
巻
き
込

み
、
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
地
域
の
見

守
り
の
目
に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
周
知
・

啓
発
は
で
き
な
い
か
。

　答
弁
　
市
民
か
ら
自
発
的
な
声
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
が
、
青
パ
ト
の
充
実
等
、
既
存

の
組
織
で
成
果
を
挙
げ
て
い
く
。（
市
長
）

小野市議会だより
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就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　質
問
　
具
体
的
な
運
用
状
況
に
つ
い
て

　答
弁
　
毎
年
４
月
初
旬
に
市
教
育
委
員
会

か
ら
市
内
小
中
学
校
長
を
通
じ
、
全
保
護

者
に
案
内
通
知
を
行
う
。
そ
し
て
、
希
望

者
に
申
請
書
を
配
布
し
、
６
月
末
ま
で
に

提
出
い
た
だ
き
、
７
月
中
旬
頃
に
審
査
を

行
い
可
否
決
定
し
た
上
で
、
学
校
長
を
通

じ
申
請
保
護
者
に
結
果
を
通
知
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
就
学
援
助
金
は
修
学
旅
行
費
等

を
除
き
、
基
本
的
に
各
学
期
分
と
し
て
３

回
に
分
割
し
、
８
月
、
１
月
、
３
月
に
支

給
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）
 

　質
問
　
国
は
本
年
３
月
３１
日
付
け
で
要
保

護
者
に
対
す
る
「
要
保
護
児
童
生
徒
援
助

費
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
改
正
し
「
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
」
の
単
価
の
増

額
と
新
た
に
、
小
学
校
入
学
前
の
「
就
学

予
定
者
」
へ
の
支
給
も
補
助
対
象
に
加
え

た
。
準
要
保
護
者
へ
の
支
給
は
こ
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
回
の
要
綱
改
正

の
趣
旨
及
び
制
度
の
公
平
性
を
考
慮
す
れ

ば
、
準
要
保
護
者
へ
の
「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
等
」
の
支
給
時
期
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
当
局
の
考
え
を

伺
う
。

　答
弁
　
現
在
、
市
で
は
「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
等
」
に
つ
い
て
、
入
学
後
の

８
月
に
支
給
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回

の
要
綱
改
正
の
趣
旨
、
生
活
保
護
制
度
と

の
均
衡
な
ど
を
踏
ま
え
、
小
・
中
学
校
と

も
来
年
４
月
の
新
入
学
児
童
・
生
徒
か
ら

入
学
前
の
適
切
な
時
期
に
支
給
で
き
る
よ

う
、
市
の
規
則
及
び
要
綱
の
改
正
等
に
つ

い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
市
当
局
）

　答
弁
　
制
度
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
４
月

で
は
遅
く
、
入
学
前
の
適
切
な
時
期
に
支

給
す
べ
き
で
、
来
年
度
の
対
象
者
に
つ
い

て
は
、
来
年
２
月
頃
に
は
支
給
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
た
い
。
　
　
　
　（
市
長
）

下
水
道
事
業
の
水
洗
化
の
推
進
に

つ
い
て

　質
問
　
自
然
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
も
水

洗
化
の
完
全
実
施
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

生
活
排
水
の
処
理
だ
け
に
特
化
し
て
で
も
、

事
業
の
積
極
的
な
推
進
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　答
弁
　
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
、
そ

の
事
情
に
即
し
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
状
の
取
組
を
継
続
し
て

い
て
も
、
近
々
に
大
き
な
進
捗
が
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
い
て
は
今
後
、
完

全
水
洗
化
に
向
け
、
従
来
の
延
長
線
上
に

は
な
い
方
法
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

（
市
長
）

庁
舎
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　質
問
　
現
庁
舎
地
の
賃
料
増
額
請
求
訴
訟

の
終
結
を
受
け
て
、
庁
舎
移
転
後
の
現
庁

舎
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
庁
舎
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
地
権
者
で
あ
る
熊
野
神
社

側
の
判
断
が
最
優
先
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
市
と
し
て
も
、
現
存
施
設
の
用
途

変
更
・
廃
止
・
撤
去
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
し
な
が
ら
、
熊
野
神
社
側
が
望
ま
れ

る
跡
地
利
用
の
計
画
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、

双
方
に
と
っ
て
の
「
最
適
化
」
を
求
め
て

い
き
た
い
。
　
 

　
　
　
 

　（
市
当
局
）

公
判
中
の
民
事
訴
訟
に
つ
い
て

　質
問
　
椎
屋
邦
隆
元
議
員
に
対
し
て
「
小

野
市
議
会
議
員
を
直
ち
に
辞
職
せ
よ
」
と

市
長
が
要
求
し
た
と
の
案
件
で
係
争
中
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
違
法
に
議
員
活
動
を
妨
害
し
た
事

実
は
な
く
、
全
く
の
事
実
無
根
で
あ
る
。

今
後
、
裁
判
の
場
を
通
し
て
、
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
　（
市
長
）

川
名
善
三
議
員

公
　
明
　
党

民
政
ク
ラ
ブ

小野市議会だより

山
本
悟
朗
議
員
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地
域
づ
く
り
協
議
会
の
更
な
る
充

実
に
つ
い
て

　質
問
　
団
塊
世
代
・
高
齢
者
の
知
恵
等
を

活
用
し
た
事
業
の
推
進
、
若
者
が
積
極
的

に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
及
び
他
市

住
民
が
事
業
に
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て

　答
弁
　
現
在
、
各
地
区
地
域
づ
く
り
協
議

会
に
お
い
て
、
祭
り
や
運
動
会
、
花
植
え
、

児
童
の
見
守
り
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
同
協
議
会
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
主
的
か
つ

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
べ
き
こ

と
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

小
野
市
の
芸
術
・
文
化
の
振
興
に

つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
に
お
け
る
演
劇
セ
ミ
ナ
ー

開
設
の
考
え
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
民
や
演
劇
団
体
等
か
ら
の
要
望

は
な
く
、
市
文
化
連
盟
に
も
当
該
団
体
の

加
入
が
な
い
現
状
か
ら
、
開
設
は
考
え
て

い
な
い
。
　
 

　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
市
民
主
体
の
演
劇
活
動
等
へ
の
う

る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
使
用
の
優
遇
策
に

つ
い
て

　答
弁
　
小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
同
条
例
施

行
規
則
に
よ
り
、
特
定
の
人
や
団
体
、
事

業
等
に
優
先
的
な
使
用
の
許
可
や
利
用
料

金
の
減
免
な
ど
優
遇
的
な
取
扱
い
等
は
一

切
行
っ
て
い
な
い
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　質
問
　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
地
元

企
業
、
生
産
者
の
意
識
改
革
と
地
元
特
産

物
の
開
発
に
つ
い
て

　答
弁
　
返
礼
品
は

３８
事
業
者
か
ら
２
１
３

品
の
提
供
が
あ
る
。
事
業
者
の
方
に
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
そ
う
と
い
う

意
識
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、

市
と
し
て
も
情
報
提
供
な
ど
で
更
な
る
意

識
向
上
を
支
援
し
て
い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
特
化
し
た
特
産
物
の

開
発
を
行
う
予
定
は
な
い
が
、
引
き
続
き

よ
り
良
い
商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

（
市
当
局
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実

施
に
つ
い
て

　質
問
　
こ
の
事
業
は
大
変
重
要
で
、
生
活

困
窮
の
皆
さ
ん
を
で
き
る
だ
け
支
援
し
た

い
と
思
う
が
、
実
施
状
況
を
伺
う
。

　答
弁
　
自
立
相
談
は
二
年
間
で
２
９
５
人
、

住
居
確
保
給
付
金
は
３
件
、
就
労
準
備
支

援
は
５
人
で
あ
る
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
成
果
と
今
後
の
方
向
を
伺
う
。

　答
弁
　
本
事
業
は
生
活
保
護
に
至
る
前
の

第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
相

談
者
の
内
、
終
結
が
約
３
割
、
他
制
度
・

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
が
約
４
割
、
就
労
が

２１

人
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
見
え
て
き
た
課

題
を
整
理
し
、
識
者
の
声
も
聞
い
て
事
業

を
充
実
し
て
い
く
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

上
水
道
料
金
に
つ
い
て

　質
問
　
水
道
の
使
用
量
の
少
な
い
市
民
は

現
在
の
基
本
料
金
に
不
公
平
感
が
あ
る
。

一
段
階
安
い
基
本
料
金
を
考
え
な
い
か
。

　答
弁
　
気
持
ち
は
解
る
が
、
水
道
事
業
は

給
水
人
口
の
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
、
耐

震
化
、
企
業
の
節
水
意
識
な
ど
で
厳
し
い

状
況
だ
。
将
来
を
考
え
る
と
、
安
い
料
金

を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
市
長
）

小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　質
問
　
６５
才
か
ら
６９
才
の
低
所
得
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
が
県
に
合
わ
せ
て
改
め

ら
れ
る
が
、
制
度
変
更
の
内
容
と
影
響
を

受
け
る
人
数
を
伺
う
。

　答
弁
　
従
前
は
所
得
制
限
だ
け
だ
っ
た
が
、

今
後
は
「
要
介
護
２
以
上
」
の
認
定
が
必

要
に
な
る
。
影
響
を
受
け
る
の
は
、
今
年

度
約

２０
人
で
あ
る
。
 
 
 

　（
市
当
局
）

　質
問
　
こ
の
改
定
で
受
給
者
は
激
減
す
る
。

高
齢
者
福
祉
の
後
退
だ
と
思
う
が
、
市
独

自
で
現
行
制
度
を
継
続
で
き
な
い
か
伺
う
。

　答
弁
　
現
行
制
度
を
続
け
る
と
５
年
後
は

２
０
０
〜
３
０
０
万
円
の
負
担
増
に
な
る
。

提
案
の
理
念
は
理
解
で
き
る
が
、
将
来
を

考
え
る
と
対
応
は
難
し
い
。
　
　（
市
長
）

藤
原
　
章
議
員

（
日
本
共
産
党
）

河
島
信
行
議
員

小野市議会だより
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小野市議会だより

①�佐賀県鹿島市
　スポーツ合宿誘致の取組について
　平成２３年８月、第６０回記念鹿島祐徳ロードレース
大会に関東学生陸上競技連盟所属大学４校が初参
加したことを契機として、連盟関係者が、陸上競
技場とクロスカントリーコースが隣接していると
いう環境の良さに注目、スポーツ合宿の検討を示
唆されたことから、市としてスポーツ合宿誘致事
業を実施するに至った。また、「鹿島市スポーツ合
宿誘致事業交付金」として招聘団体や一般団体が
市内スポーツ施設で合宿を行った場合、１００万円又
は３０万円を限度として費用の一部を補助している。

②佐賀県神埼市
　放課後児童クラブと放課後子ども教室の一体的運用について

　神埼市では、放課後児童クラブ（学童保育）を
福祉部局ではなく、教育委員会が所管しているこ
とから、放課後児童クラブは原則小学校敷地内の
専用施設で実施しており、放課後子ども教室（ド
リームパーク）も、同じ小学校の施設（理科室や
家庭科室、体育館など）を利用するなど、すべて
の就学児童を対象として共通の活動場所において
多様な共通プログラムを実施している。ドリーム
パークは原則隔週水曜日の月２回開催し、前期・
後期各９回実施している。

③長崎県佐世保市
　徳育の推進について
　近年の社会経済や生活環境の変化により、人間関
係の希薄化やモラル・マナーの欠如などが生まれ、
結果的に地域コミュニティーの衰退や事件が発生
している。このような現状を憂慮し、平成２１年度
に設置した徳育推進会議の提言を踏まえ、平成２４
年２月「徳育推進のための行動計画」を策定、市民
運動として官民一体となった徳育推進のまちづく
りに取組んでいる。

　保幼小連携カリキュラムについて
　いわゆる「小１プロブレム」の一因として、保育所・幼稚園と小学校との接続が円滑に行われて
いないとの指摘があることから、これらの解消を目指し、就学前保育・教育と小学校教育の連続性
を重視する取組を行ってきた。平成２４年１２月には、さらなる取組として「保幼小連携カリキュラム」
を策定、市全体として保幼小連携のシステム化を進め実践と検証を行っている。

平成29年7月5日（水）～7月7日（金）

総務文教常任委員会行政視察報告総務文教常任委員会行政視察報告
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①�石川県加賀市
　「高齢者お達者プラン」について

　加賀市の人口は約６万８千人、高齢化率は３３パ
ーセントで、中心市街地がないという地域特性があ
る。介護施設への入所については、自宅近くの住み
慣れた場所（生活圏域）で暮らしたいというニーズ
が多くあり、介護サービス基盤を市内７圏域に細分
化している。郊外にあった大規模施設をサテライト
型にして、ショッピングセンター跡地や観光旅館跡
地など生活圏域へ移転し事業整備されている。また 、
小規模特別養護老人ホームでは、「高齢者と子供の
共生型施設」と「介護予防拠点」を併設整備し、学
童クラブ事業、通所介護予防事業などを市の委託事
業として実施している。

②東京都文京区
　「放課後全児童向け事業」について
　文京区は、教育に対する保護者の関心や期待度が
非常に高く、子育て世代の転入が増加している。子
ども・子育て支援にも先進的に取組まれ、保護者が
就労等により昼間家庭にいない児童（小学校１年生
から３年生）を対象とした育成室（学童保育）に加え、
小学校に在籍する全ての児童を対象とした放課後全
児童向け事業が行われている。この事業は、放課後
や夏休み等長期休業期間に区立小学校の校庭等を開
放し、児童が安心して活動できる居場所の提供を目
的に学校関係職員、ＰＴＡ、地元地域代表者等で組
織する運営委員会を設置し、区から委託を受け事業

を行っている。現在、区内小学校２０校のうち、１３校で実施しており、２～３年後には全小学校に導
入予定である。

③公益社団法人かながわ福祉サービス振興会
　「介護ロボット普及推進事業」について
　介護ロボットとは、介護サービスを支援する先
端機器・システムの総称で、「介護する側」の負担
軽減に役立つ介護者支援型と「介護される側」の
自立支援や癒しに役立つものがある。セラピー効
果のあるアザラシのぬいぐるみ型ロボット「パロ」
は、認知症の方へのアプローチを対象者により対
応を変えることで症状の改善が見られた施設もあ
る一方で、動物が苦手な利用者には受け入れられ
ない場合や、共有スペースに置いているだけの施
設もあり、施設側の活用方法に課題がある。
　介護ロボットは高価なものであるがゆえに費用対
効果としての実績や影響を分析していかねばならない施設側とメーカーとの間にコーディネーター
を置いて施設と利用者のニーズにあったものを選別していくことの重要性に目を向けなければいけ
ないことなどについて様々な講演会や要望活動等を通じて、介護ロボットの普及啓発・発信を行っ
ている。

平成29年7月10日（月）～7月12日（水）

民生地域常任委員会行政視察報告民生地域常任委員会行政視察報告
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　５月２４日に開催された全国市議会議長

会定期総会において、岡嶋正昭議員が

１０年以上市議会議員を務められたこと

に対し、全国市議会議長会会長表彰を

受けられました。

　５月２６日、議長室において、

山中議長から岡嶋議員に

伝達されました。

　今回は、浄谷黒川丘陵地内にお
いて、平成３１年度末完成予定の
多目的運動広場整備工事の進捗状
況等を確認するため、７月４日に
現地視察を行いました。視察日時
点では、造成工事が概ね完了した
段階で、今後整備される運動施設
及び管理施設等について当局から
説明を受けました。

岡嶋正昭議員 山中修己議長

平成29年6月定例会の議決結果（賛否の分かれた案件）を公表します

民生地域常任委員会研修会の開催

賛成＝○　　反対＝●

※　山中修己議員は、議長のため表決権はありません。
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◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎
【5月】�
２日　文化連盟総会 　 　 　 　 　 　
９日　第８回資格審査特別委員会
１１日　小野市人権教育研究協議会総会
１４日　特別支援学校運動会 　 　 　 　 　 　
１５日　第９回資格審査特別委員会 　 　 　 　 　 　
　〃　　 議会運営委員会 　 　 　 　 　 　
　〃　　 議員協議会 　 　 　 　 　 　
１６日　行政視察来市（埼玉県深谷市）
　〃　　 商店街振興組合・連合会総会 
１９日　会派代表者会 
　〃　　 議員互助会役員会
２０日　小学校運動会
２２日　臨時本会議 
　〃　　 議会運営委員会 　 　 　 　 　 　
　〃　　 市議会報編集委員会 　 　 　 　 　 　
　〃　　 議員互助会役員会 　 　 　 　 　 　
２３日　行政視察来市（滋賀県甲賀市） 
　〃　　 北播政経懇話会（三木市） 　 　 　 　 　 　
２４日　小野ひまわり会総会 　 　 　 　 　 　
　〃　　 全国市議会議長会定期総会 　 　 　 　 　 　
２６日　北播消防協議会総会 　 　 　 　 　 　
２７日　小野市シルバー人材センター定期総会
　〃　　 小野市保健衛生推進協議会総会 
２８日　青野原駐屯地創設４１周年記念行事 
２９日　６月定例会（第１日） 　 　 　 　 　 　
　〃　　 市議会報編集委員会 　 　 　 　 　 　
　〃　　 議員協議会 　 　 　 　 　 　
　〃　　 小野市農会長会総会 　 　 　 　 　 　
３０日　小野市観光協会通常総会 　 �          
【6月】�
１日　小野商工会議所創立５０周年記念式典
２日　地方行政課題研究会（神戸市）　　　　　　
３日　県政報告会　　　　　　
　〃　　 小野市詩歌文学賞・小野市短歌フォーラム　
４日　東播磨南北道路北工区起工記念式典
１５日　加古川改修促進期成同盟会監査　

２０日　６月定例会（第２日）
　〃　　 議会運営委員会　　　　　　
　〃　　 市議会報編集委員会　　　　　　
２１日　６月定例会（第３日）
２３日　総務文教常任委員会　　　　　　
　〃　　 総務文教常任委員会研修会　　　　　　
　〃　　 民生地域常任委員会　　　　　　
２５日　小野市女性団体連絡協議会総会　
２６日　６月定例会（第４日）
　〃　　 民生地域常任委員会研修会　　　　　　
２８日　行政視察来市（長崎県平戸市）
２９日　小野市防犯協会総会　　　　　　
３０日　北播政経懇話会（加東市）　�          
【7月】�
２日　防衛協会通常総会　　　　　　
３日　小野市都市計画審議会　　　　　　
　〃　　 社会を明るくする運動伝達式　　　　　　
　〃　　 北播磨総合医療センター企業団議会議員総会
４日　民生地域常任委員会研修会　　　　　　
５日～７日　総務文教常任委員会行政視察（鹿島市・
　　　　　　神埼市・佐世保市）
９日　北播消防ソフトボール大会　　　　　　
１０日　加古川改修促進期成同盟会・東播磨南北道路建
　　　設促進期成同盟会総会　　　　　　
１０日～１２日　民生地域常任委員会行政視察（加賀市・
　　　　　　文京区・横浜市）　　　　　　
１１日　東播・淡路市議会議長会定例会（洲本市）
１２日　企業団改革プラン評価委員会
１３日　第９回新庁舎建設特別委員会
１４日　一般国道１７５号整備促進期成同盟会総会（丹波市）
１５日　小野警察署友の会総会　　　　　　
２０日～２１日　議員派遣による行政視察（所沢市・東京
　　　　　　都北区）
２４日　行政視察来市（茨城県土浦市）
２４日～２５日　議会運営委員会行政視察（福知山市・可
　　　　　　児市）
２６日　兵庫県市議会議長会総会（姫路市）
　〃　　 国民健康保険運営協議会　　　　　　
２７日　基地協議会近畿部会総会（宇治市）　
　〃　　 行政視察来市（宮城県議会）　　　　　　
３０日　ひまわり杯少年野球大会　　　　　

９月２９日（金）　午後１時３０分～
　本会議（第４日）

９月２２日（金）　午前１０時～
　本会議（第３日）※一般質問実施

９月２１日（木）　午前１０時～
　本会議（第２日）※一般質問実施

９月１日（金）　午前１０時～
　本会議（第１日）

≪9月定例会≫

≪お問い合わせ≫　議会事務局
　ＴＥＬ．63－1006（直通）　ＦＡＸ．63－4108
　Ｅ-mail　gikai@city.ono.hyogo.jp

議会の傍聴にお越しください　

　一般質問では、市長から提出された議案や、
市政全般について議員が質問し、市長や部
長等が答弁します。

≪傍聴者の休憩室を開設します≫　
　一般質問が行われる21日（木）と22日（金）の2日間は、休憩
室を開設しています。セルフサービスのお茶も用意しています。

≪自宅に居ながら議会の傍聴≫　
市議会ＬＩＶＥ中継実施中　　スマホ・タブレットでも視聴可

≪「託児コーナー」を開設≫　
　一般質問が行われる9月21日（木）、22日（金）は、「託児コー
ナー」を開設します。傍聴の際には、1 歳から就学前のお子
さまをお預かりします。希望される方は、9月13日（水）までに
議会事務局にお申し込みください。（費用負担はありません）

≪「手話通訳」・「要約筆記」を導入≫　
　本会議を傍聴される際に「手話通訳」・「要約筆記」
を利用することができます。希望される方は、希望
される定例会開催日の 8日前までに議会事務局にお
申し込みください。（費用負担はありません）　

ＬＩＶＥ市議会中継  小野市議会 検索


